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佐保地域自治協議会部会が確認
事業計画に着手へ
　佐保地域自治協議会は１１月
６日に佐保地域ふれあい会館で
開かれた事務局と５部会長の連
絡調整会議で今後の活動に関す
る意見交換を行い、今年度中に
第一歩の活動に着手することを
確認しました。また１０月に
開催された「奈良市活性化セミ
ナー」の概要も報告されました。
５部会の事業計画について、生
活環境部会から年内に事業計画
「地域美化活動」の具体化へ検
討を始めることが報告され、町
づくり部会の報告では、鴻池放
水路の雑草・土砂の排除等の工
事が実施済みで、佐保川放水路
の環境整備も市に対応の要請を
予定されています。文化教育部
会は、佐保小を核とした各種展
示会を企画、関係者と交渉して
います。安心安全部会、健康福
祉部会はコロナ感染禍により活
動見合わせとなっていますが、

地域の子どもや高齢者の見守り
活動は地域の諸団体との協働に
取り組むことで一致しました。

　５部会の事業計画報告に先
立って行われた事務局の「奈良
市活性化セミナー」報告では、
地域の自主的な事業展開、地域
課題解決への参考視点が説明さ
れた。まず活動の取り組みとし
て、第一に地域デザイン策定へ
の喚起・共有、第二に活動にふ
さわしい組織・運営を考える、
第三に「何を」「いつまで」「ど
のように」行うかを考えること
が示された。住民アンケートな
どで「地域を知る」、できる改
善から「動いてみる」、連携し
て総力で「持続させる」ことが
大切であると強調された。

　佐保地区自主防災防犯協議会
（豊田基城会長）は防犯研修会
と避難行動要支援者名簿の配布
を１１月７日から１２月５日ま
で全自治会長を４回に分け、毎
日曜日に開催しました。
　防犯研修会は、多発する電話
やスマホによる特殊詐欺の被害
防止について、警察出身の奈良
市危機管理課の今谷氏がスク
リーンに注意ポイントを表示

し、参加者に問を投げかけなが
ら説明しました。
　奈良県では令和３年１０月現
在で８１件発生、３億１３０万

円の被害が出ています。「孤独」
「無関心」「無防備」の高齢者が
狙われやすく、電話口で「あな
たの口座から不正に使用されて
いる。他に被害がないか確認す
るのでカードを預かる」と言っ
てカードを取るケースや警察官
や役所職員を名乗って現金をだ
まし取ったりするケースが増え
ていることを紹介。詐欺グルー
プは言葉巧みな話し方で近づい
てくるので、防ぐには『電話口
でお金・カードの話は詐欺』と
思ってすぐに電話を切ることが
大事と強調、出席者一同でこの
言葉を復唱しました。

「電話口でお金
�の話しは詐欺」
自治会長防災研修会

地域活動のポイント
「地域を知る」「できるこ
とから動く」「持続させる」

自治会長が出席して開かれた
特殊詐欺被害防止の研修会

令和３年度５部会事業計画
＜生活環境部会＞
□�地域での「美化の日」を選定、
地域交流美化活動推進
＜町づくり部会＞
□災害の無い町づくり推進
　�（鴻池放水路の草木伐採・体
積土砂浚渫を実施済）
□住民間の連携啓発活動推進
　（挨拶高揚・啓発紙作成）
＜文化教育部会＞
□�佐保小を中心に絵画、書道、
音楽等の展示・発表会
□�ふれあい会館活用策、子供食
堂など複数部会と取り組む
<安心安全部会＞
□地域での見守り活動の充実
＜健康福祉部会＞
□高齢者の現状把握と対応
　（一人住まい高齢者へ配慮）
＜部会協働活動＞
□ふれあいある町づくり
□�ふれあい会館活用による地
域提案事業の推進
□�地域の空き地と空き家増加
に対する現状調査
□�防災避難関連マニュアルの
確立と啓発活動の展開



佐保地区自治活動抄録
▽１０月／２日＝佐保小学校運
動場の草刈り（３日目）▽１２
日＝佐保地区事務局会議▽２２
日＝佐保事務局打合せ▽２５日
＝佐保ふれあい会館掃除▽２７
日＝自治連合会役員会▽２８日
=ふれあい会館運営委員会（朝
市打ち合わせ）▽１１月／６日
＝佐保地域自治協議会理事・事
務局会議▽７日・１４日・２１
日・２８日＝佐保自主防災防犯
協議会防犯研修会▽８日＝佐保
ふれあい会館植木を自治協議会
役員で剪定▽１０日＝佐保事務
局会議▽１６日＝佐保ふれあい
会館Wi-Fi設備説明会▽２０日
＝佐保地区自治連合会役員会・
役員歓送迎会▽２８日=第３回
佐保ふれあい朝市開催（２７日
にテント準備）▽１２月／▽５
日＝佐保自主防災防犯協議会防
犯研修会（最終回）▽１６日＝
佐保ふれあい会館運営委員会。
Wi-Fi機器設置説明会▽１９日
＝佐保地区冬季防犯統一行動で
地区内巡回

　佐保地域ふれあい会館の通信
環境整備のため、Wi-Fiルーター
とACアダプター（メーカーか
らのリース製品）が１セット奈
良市から追加貸与され、１２月
１６日に関係者に取り扱いの説
明が行われました。この機器は
南館に設置、新館には設置済み
で、全館がWi-Fi通信可能とな
りました。

　災害時には地域防災関係者と
奈良市職員等が業務上必要とす
る場合、他より優先して使用さ
れることになっています。この
機器は持ち出し禁止です。。
　佐保地域では、佐保小学校校
庭に防災スピーカーも設置され
ており、災害時の対応が一段と
整備されてきました。
　この機器設置により会館内で
の団体・グループのインター
ネット利用も可能になりました。
　なお、当館では営利目的の部
屋利用はできません。

　町家の町並みの保存と活用を
テーマに第４４回全国町並みゼ
ミ奈良大会が１１月１３日に全
国町並み保存連盟と奈良市の共
催で県文化会館で開かれました。
　まちづくりシンポジウムでは、
西村幸夫東大名誉教授が「町の
資産の活かし方としては、保存
から活用への視点が必要」と述
べ、増井正哉奈良女子大名誉教
授は「奈良町には多様な街並み、
価値観が関わり、様々なグルー
プが活動するようになった」な
どと語り、町家を舞台に灯りの

イベントやアート展示などの活
用事例が紹介されました。
　５つの分科会報告（保存制度、
建築物、生活文化、活動の持続、
担い手）では、「新旧のバランス
が大事」、「京町家ではVR化で
小学生を招いている」、「モデル
ハウスで一泊体験」、「「若い世
代が魅力的と思う地域に」、「地
域外の人の流入も恐れるな」な
ど数々のヒントが示されました。

分科会テーマ
■第１分科会（保存の制度）
　歴史的景観の何を次世代に
継承するのか。次世代の育成
が必要。
■第２分科会（暮らしと建物）
　暮らしの変化が生じている
町家の継承が直面している課
題と取り組みの方向性。
■第３分科会（生活文化）
　町家の生活文化の継承には
実体験が大事。VRによる疑似
体験など若い世代の感覚に寄
り添うことが求められる。
■第４分科会（活動の持続）
　町並みにおける「営みを継
ぐ」。生まれた利益をまちへ再
投資する循環をつくる。
■第５分科会（担い手）
　担い手の育成。若い人に関
わりを持ってもらうヒント、
仕掛けが必要。

ふれあい会館に
Wi-Fi機器完備

町家や空き家を
アート会場活用

全国ゼミ奈良大会から

災害時の通信拠点

取材・紙面レイアウト・イラスト　３～５名
「佐保ひろば」編集スタッフ募集

町並み保存と活性化探る
保存と活用を語るシンポジウム

　佐保地域自治協議会と佐保地区自治連合会が年間４回発行す
る地域広報紙「佐保ひろば」の編集スタッフを来春募集します。
「佐保ひろば」は２０１４年１２月に創刊し７年余、地区の自治
組織の動きや地域の話題を取り上げ、佐保の町づくりに努めて
います。
　新たなステップをめざしてスタッフを一般公募し取材・編集
の刷新を図りたいと思います。通年もしくは期間限定で有償の
活動です。希望の方は下記にご連絡ください。

編集担当・高松　電話０７４２―２２－７８９３



２年前の結成２０周年では奈良
ファミリー内の秋篠音楽堂で発
表会を開催。クラシックから
シャンソン、抒情歌、歌謡曲ま
でジャンルも幅広く、ピアノと
歌唱指導の先生とともに練習を
重ねている。

　楽しんで絵を描く絵画のグ
ループ「色季会」は年４回ほど
数名が集まり作品を比べる研究
会を行っている。時には１００
号の大作が壁いっぱいに掲示さ
れるという。

「幻の鉄道」夢遙か
　明治３１年から９年間、奈良
と加茂の間を走った幻の鉄道
「大仏鉄道」（正式名は関西鉄道
奈良加茂線）の歴史とロマンを
追う大仏鉄道研究会（高橋正男

　佐保田の狭岡神社横の「心臓
破り」と言われた坂道を登って
いくと奈良教育大学附属中学校
がある。現奈良女子大学寮から
移転してきた昭和３３年頃は、
あたり一面が田園地帯。それが
大住宅地に生まれ変わった。

業平の面影求めて
ここから西方の杜に平安初期の
美男貴公子・在原業平の寺とし
て知られる不退寺が佇んでいる。
平城天皇退位後の別荘「萱の御
所」と呼ばれ、今日では「花の寺」
とも言われている。女性客が時
折訪れる人気スポットで、庭の
片隅には。業平が晩年に詠んだ
「おほかたは　つきをもめでじ
　これぞこの　つもれば人のお
いとなるもの」の歌碑がひっそ
り立っている。
　佐保小学校の南側にある佐保
地域ふれあい会館は、佐保地域
自治協議会が自主管理運営、現
在約６０の団体・グループが利
用している。

長寿体操、合唱、絵画…
　その中には、元気な８０代女
性７人が毎週集まり、体操とお
しゃべりで長寿を楽しんでい
る「エクササイズ立花」がある。
奈良市が勧める活動で、若草包
括支援センターからDVDを貸
与されている。
　毎週金曜日には女性コーラス
グループ「コール・セレーネ」
のさわやかな歌声が流れます。

❺

第８ブロック　　８１２世帯
法蓮立花町　　法蓮西町第一　
法蓮西町第二　法蓮西町第四　
法蓮山添東町　法蓮山添中町　
法蓮山添西町　法蓮佐保町

法蓮佐佐保町一区
第９ブロック　　４２９世帯
法蓮佐保田町南
法蓮佐保田町東　法蓮奈良山町
法蓮佐保田町北　東垣内町

会長）も毎月例会を開き、熱い思
いを語り合っている。来春には
結成２０周年を迎え、記念事業
の集いや遺構巡り、記念キーホ
ルダー発行などを予定している。

新天地でも校歌不変
　昭和初年から法蓮に学舎を構
えている県立奈良高校が来春、
高の原の平城高校の跡に移転す
る。地域からは「町の核がなく
なる」「大きな空地ができて防
犯上も心配」との声もある。跡
地の用途は未定。
　校歌に「青丹よし奈良の　春
日山まじかく　佐保路にそひて
…」という一節があるが、「こ
れは変えずに、法蓮の思いを
しっかり残していきたい」と藤
井義秀教頭。数々の記念碑も、
高の原に移すもの、現在地に残
すのもあり、また昭和４０年代
まで学んだ現ホテル・リガーレ
春日野の地にも「ここに奈高が
あった」という標を残したいと
いう。スクールストリートの一
条通りもこれから変わっていく
のだろう。佐保に住む人の思い
を新たに創っていく時が来てい
るようだ。（おわり）
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    歌声さわやかに
▼「コール・セレーネ」

▲長寿で明るく  「エクササイズ立花」
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地域の命の絆として
　１８５９年、スイス人のアン
リ・デュナンの悲惨な戦争体験
により「傷ついた兵士はもはや
兵士ではなく、人間であり、敵
味方なく人間同士として尊い
命を救わなければならない」と
いう精神がヨーロッパに広がり
「赤十字」が誕生し、明治２８
年に奈良支部が誕生しました。
日赤佐保分団もこの精神に基づ
いて活動しています。
　様々なボランティア活動をし
ていますが、主だっては献血の
呼びかけ、赤い羽根募金や災害
時の救護活動として炊き出し、

救援物資の配布や義援金の受
付、ＡＥＤの使い方の講習、佐
保川清掃や佐保まつりでの救護
班としても参加し、避難所開設
と運営、近年重視されている避
難所生活を送る際の心と身体の
ケアについても講習会を開き普
及に努めています。

　ここ２年はコロナ禍のため活
動を自粛しておりますが、本来
ならばこの時期こそ必要である
と考え、新たな課題としており
ます。「手作りマスク」もそうで
すが、佐保分団ではマスクを一
持的に外した時のための「マス
クケース」を作成し、「さほちど
り」のボランティアの方々と民
生委員の方々のご協力でボラン
ティアグループ「さほのわ」に
集まってくださっている高齢者
の方々にお配りしました。
　この様に地域に密着した活動
をしております。これからもご
支援、ご協力、各行事への参加
をお願い申し上げます。

奈良市地区赤十字奉仕団佐保分団　奈良市地区赤十字奉仕団佐保分団　安田 留美子分団長安田 留美子分団長

　佐保地区自治連合会（中島佳
彦会長）は昨年に続き佐保小学
校校庭の雑草刈りを９月２８日、
３０日、１０月２日に実施しま
した。地域支援活動の一つとし
て中島会長ら役員１０名が道具
を持ち寄り雑草が一面に広がっ
た校庭で作業をしました。

　佐保小学校（槇康二校長）は新
型コロナウイルス流行２年目も
全体運動会を取りやめ、学年別
の体育参観となりました。

　１１月１日の２年生、４年生
から始まり、８日には１年生と
３年生、１６日は５年生が綱引
き、玉入れ、体操などを保護者
が見守る中で行いました。（写
真上、下）１８日に６年生が体
育館で学級ごとに走り高跳びな
どをして締めくくりました。

　第３回佐保ふれあい朝市（佐
保地域自治協議会主催）が１１
月２８日（日曜）、暖かい陽光の
下で開かれました。会場の佐保
地域ふれあい会館広場には前回
より１割増の近隣住民１１６名
が来場、自治協議会、北部婦人
会の約３０名が応対、４つのテ
ントで買い物を楽しみました。
新鮮な野菜が山積みされたテ
ントには行列ができ、焼きいも
サービスやホット・コーヒー販
売もあり休憩テントでは歓談が
弾みました。（写真上、下）
　コロナ感染が収まってきた中
ですが、入り口では検温、消毒
も行いました。
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今年も学年別に
体育参観を実施
佐保小学校

佐保ふれあい朝市

新鮮野菜に長い列




